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森の巨人100選 

京都大阪森林管理事務所の管内で、森の巨人100選に選ばれた巨木を紹介しま

す。  

 

大悲山（だいひさん）の三本スギ 

 
 

 

上津灰（かみつばい）のミズメ 

所 在 地 ： 京都府京都市左京区花脊原地町 大悲山国有林２林班い１小班  
樹高35ｍ、幹周1,360ｃｍ、樹齢（推定）1,200年

 巨木の話  ： 古くから白鷹竜王の宿る木とされ、神木とし
てしめ縄が張られるなど大切にされてきまし
た。また、かつて都から山道を越えて峰定寺
（ぶじょうじ）へ行く際、遠くの山からの道しる
べともなっていたそうです。  
 「京都府の巨樹・巨木百選」にも選定されて
おり、京都府下の杉では最大級です。

 特 徴 ： １つの株から、３つの幹が生え、枝から下の高さは６～８ｍで、まっ
すぐな幹です。

周囲の状況 ： スギの人工林の中に、トチノキ、
カツラ、チドリノキ、キブシなどの
広葉樹、ツリフネソウやアキギリ
などの草が点在します。  
近くには、「大悲山モミ植物群落
保護林」、「乳岩」、「山村都市交
流の森」があり、また峰定寺の懸
崖づくりの本堂が凛としたたたず
まいを見せています。  
三本杉古道や、ちょろ尾根古道
をゆっくり散策するコースもありま
す。

 アクセス  ： 京阪本線出町柳下車。広河原（ひろがわら）行き京都バス乗車、大
悲山口バス停留所下車（約９０分）、徒歩３０分。  
マイカーの場合は、京都市役所から府道３８号線を北上し、大悲山
口バス停留所を右折、峰定寺門前茶屋の林道入口ゲート下車（約
９０分）、徒歩１５分。  
北緯35°13’26.82” 東経135°47’58.20”

所 在 地 ： 京都府綾部市睦寄町字上津灰 古屋国有林１００１林班ろ小班  
樹高20m、幹周り416cm、樹齢 推定400年以上
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＞大悲山3本杉、上津灰のミズメの写真館（現在準備中）  

 

※力強く見える巨木たちですが、老木なのでデリケートです。見に行くときは根元

の踏み固めなどに十分注意してください。  

▲ページの先頭へ
 

 特 徴 ： 根元部分に元の太い幹を伐採した跡の切り
株があり、伐採以降、横枝が主幹となり伸び
たと思われます。  
また、雷の直撃を受けたらしく、主幹上部に
裂け目があり、空洞が広がりつつあります。  
ミズメはカバノキの仲間では最も大きくなり、
その材木は緻密で重く、かたい。古来、梓弓
と称するものはこの木で作られていたため、
別名「アズサ」ともよばれます。  
このミズメは、材木としては使いにくい形状で
あったため、伐られずに残ったのでしょう。  
 綾部自然の会の「綾部の古木名木１００選」にも選ばれています。

周囲の状況 ： スギ人工林の中にこの木が生えています。谷沿いの歩道周辺に
は、カツラ、サワグルミ、トチノキなどの落葉広葉樹が生い茂り、清
らかな渓流と林が自然景観を醸し出しています。このミズメに行く途
中には、「上津灰のカツラ」と呼ばれる大きな古木もあります。

 コメント  ： スミズメ（カバノキ科の落葉樹）の名は、若い枝の皮を爪ではぐと水
のような樹液が出ることからつけられたようです。  
 この樹液には、サロメチールの強いにおいがします。老木になる
と樹皮が裂けてはがれやすくなります。現存する中で、これほど大
きなミズメはめずらしいと言えます。

 アクセス  ： ＪＲ山陰本線綾部駅下車。小仲・
於身行京都交通バス乗車、上市
場バス停留所下車（約６０分）、
府道５１号線を徒歩９０分。  
 マイカーの場合、ＪＲ綾部駅国
道２７号を京都方面へ。山家交
差点から上林川沿いに府道１号
線を進み、睦寄町から府道５１号
線を南進し、古屋集落３００ｍ手
前下車（約５０分）、徒歩７０分。  
北緯35°20’44.52” 東経135°
28’38.04”
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